
カトリック大名町教会ニュース

福岡教区年間目標：互いに支え合う「交わりの教会」となる

大名町教会年間テーマ：互いに支え合う 「交わりの教会」となる 
            　　  Becoming　a　”Church　of　communion ”　and　mutual　support　

　

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
、「
主
の
昇
天
の
祝
日
」
に

当
た
る
２
０
２
４
年
５
月
９
日
、
２
０
２
５
年
を
通
常

聖
年
と
公
布
す
る
大
勅
書
『
希
望
は
欺
く
こ
と
は
な
い
』

を
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
聖
年
は
２
０
２
４
年
12
月
24
日

に
バ
チ
カ
ン
の
聖
ペ
ト
ロ
大
聖
堂
の
「
聖
な
る
扉
」
が

開
か
れ
て
開
幕
し
、
順
次
聖
ヨ
ハ
ネ
大
聖
堂
、
聖
マ
リ

ア
大
聖
堂
、
聖
パ
ウ
ロ
大
聖
堂
に
あ
る
「
聖
な
る
扉
」

が
開
か
れ
ま
す
。

　

ロ
ー
マ
の
４
大
聖
堂
の
「
聖
な
る
扉
」
は
聖
年
の
間

だ
け
開
か
れ
、
聖
年
の
巡
礼
者
は
開
か
れ
た
扉
を
通
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
聖
年
は
２
０
２
６
年
１
月
６
日
の

主
の
公
現
の
祭
日
に
聖
ペ
ト
ロ
大
聖
堂
の
「
聖
な
る
扉
」

が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
閉
幕
し
ま
す
。
他
の
３

大
聖
堂
の
「
聖
な
る
扉
」
は
、
２
０
２
５
年
12
月
28

日
ま
で
に
閉
じ
ら
れ
ま
す
。
通
常
聖
年
は
25
年
ご
と
に

開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
教
皇
の
指
示
に

よ
っ
て
特
別
聖
年
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
５
年
は
「
い
つ
く
し
み
の
特
別
聖
年
」
で
し
た
。

　

聖
年
に
お
い
て
４
大
聖
堂
へ
の
巡
礼
や
各
教
区
指
定

の
教
会
へ
の
巡
礼
が
勧
め
ら
れ
ま
す
。
直
近
に
ゆ
る
し

の
秘
跡
を
受
け
て
指
定
さ
れ
た
祈
り
を
唱
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
免
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
免
償
は
生

者
だ
け
で
な
く
、
死
者
の
た
め
に
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

通
常
聖
年
公
布
の
大
勅
書
「
希
望
は
欺
か
な
い
」
を

読
ん
で
聖
年
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。
聖
年

の
主
題
は
「
希
望
の
巡
礼
者
」
で
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
中

央
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
全
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
大
名
町
教
会
で
も
12
月
29
日
の
14
時
か
ら
司

教
司
式
の
聖
年
開
幕
ミ
サ
が
捧
げ
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
大
名
町
教
会

　
　
　
　
　
　

主
任
司
祭　

ヨ
セ
フ　

中
村　

彰

　　　　　　　　　　　　　12月　待降節　ADVENT　　　　12 月Ⅰ日：宣教地召命促進の日
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〔ミサ時間〕主日：７時・９時 30 分／ベトナム語（第 2・第 4 日曜日）：13 時半／英語：16 時

   〔ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ〕http://www.daimyomachi-c.or.jp/                     

   〒 810-0041　福岡市中央区大名２- ７- ７〔巡〕能古島カトリック教会　ミサ（土）18 時

   ℡：092-741-3687   Fax:741-5107　　　　　　〒 819-0012　西区能古弁当 1621-12

    発行責任者：中村 彰 神父

聖  

年  

開  

幕

１２月のおしらせ

ゆるしの秘跡：希望される方は、司祭に直接ご相談ください。（定期：毎週土曜日１０時～１１時半）

★中村彰神父：＊キリスト教入門講座
　　　　木曜日 ： １０時　　１９時　

★チュエン神父：聖書のわかちあい
　木曜日 ： １４時聖書学習会

◆１日（日）待降節第１主日
　・街頭募金
      （９時３０分ミサ後）
◆４日（水）
　・花植え　13 時　
◆６日（金）
　・炊き出し　21 時
◆８日（日）待降節第２主日
　・避難訓練
        （９時30分ミサ後）
◆９日（月）
  ・第 75 回福岡市民クリス    
　　マス  18 時開場　

福岡教区創立
１００周年開幕

2024　2027

祝 聖年　2025

    福岡市民会館大ホール
◆ 15 日（日）待降節第３主日
　・教会学校終業式
　・クリスマス横断幕
   ・飾り付け
◆ 22 日（日）待降節第４主日
　・大掃除
　・教会学校クリスマス会
　＊〈降誕祭～元旦「神の母

　　聖マリア」　のミサ時間は

　　２ページ〉を参照してく

　　ださい。
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                    　　カトリック大名町教会ニュース  
　

「
シ
ノ
ド
ス
」
と
は
「
共
に
歩
む
」
と
い

う
意
味
。
教
皇
さ
ま
が
こ
れ
ま
で
の
世
界

代
表
司
教
の
会
議
だ
っ
た
シ
ノ
ド
ス
を
全

信
徒
に
開
き
ま
し
た
。
大
名
町
教
会
も
宣

教
司
牧
評
議
会
宣
教
部
が
主
催
し
、
教
区

信
徒
養
成
部
門
の
レ
ナ
ト
神
父
と
委
員
の

安
藤
智
子
さ
ん
（
西
新
教
会
信
徒
）
の
同

伴
で
、
シ
ノ
ド
ス
的
実
践
Ⅰ
と
し
て
、
１

月
か
ら
「
交
わ
り
」、「
参
加
」、「
宣
教
」

の
テ
ー
マ
で
３
回
の
学
習
会
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

シ
ノ
ド

ス
的
実
践

Ⅱ
は
９
月

か
ら
ル
カ

に
よ
る
福

音

24

章

13

～

17

章
、
25
章

か
ら
31
章

を
「
暗
い

顔
」、「
と

も
に
歩
む
」、「
踏
み
出
す
足
」
の
３
回
の

テ
ー
マ
で
始
め
ま
し
た
。
イ
エ
ス
が
亡
く

な
っ
た
後
、
２
人
の
弟
子
は
エ
ル
サ
レ
ム

か
ら
エ
マ
オ
へ
向
か
っ
て
い
る
途
中
、
イ

エ
ス
が
出
現
さ
れ
た
場
面
で
す
。

　

「
踏
み
出
す
足
」
は
11
月
10
日
に
実
施

し
。
出
席
者
43
人
の
う
ち
、
４
人
は
他
教

会
の
信
徒
で
し
た
。
祈
り
、
聖
歌
を
歌
い
、

み
こ
と
ば
「
ル
カ
24
・
13
～
24
」
を
聴
き
、

レ
ナ
ト
神
父
の
講
話
の
後
、
５
～
６
人
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
分
か
ち
合
い
を
し

ま
し
た
。
聖
霊
の
働
き
を
信
じ
、
人
の
話

を
聞
く
こ
と
に
専
念
し
、
意
見
を
言
っ
た

り
、
助
言
し
た
り
し
な
い
分
か
ち
合
い
は
、

自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
安
心
し
て
話
す
こ

と
が
で
き
、
聴
く
人
も
自
分
を
振
り
返
り

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
か
ら
も
、
テ
ー
マ

を
決
め
て
の
分
か
ち
合
い
や
福
音
の
分
か

ち
合
い
を
続
け
た
い
と
の
意
見
が
出
て
、

今
後
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
他
教
会
の
信
徒
も
、
在
籍
の
教

会
で
も
実
施
し
た
い
と
語
り
、
拡
が
っ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

11
月
24
日
（
日
）、
箱
崎
教
会
の
マ
リ
ア

ノ
神
父
司
式
の

英
語
ミ
サ
の
中

で
、
５
人
の
子

ど
も
た
ち
の
初

聖
体
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
男

の
子
は
ネ
ク
タ

イ
姿
、
女
の
子

は
白
い
服
に
頭

に
は
花
輪
を
つ

け
て
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
英
語
グ
ル
ー
プ

の
ス
タ
ッ
フ
が
初
聖
体
に
向
け
て
、
子
ど

も
た
ち
の
勉
強
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
毎
日
曜
日
に
ご
聖
体
で
あ
る

イ
エ
ス
様
を
い
た
だ
い
て
、
ま
す
ま
す
神

さ
ま
を
愛
す
る
子
ど
も
に
成
長
す
る
よ
う

に
お
祈
り
し
ま
す
。　

ア
イ
ビ
ー
を
植
え
ま
し
た

シ
ノ
ド
ス
的
実
践
Ⅱ　
　

　

「
共
に
歩
む
教
会
」
の
集
い
⑥

英
語
ミ
サ　

う
れ
し
い
初
聖
体

◆ 12 月 24 日（火）

　・クリスマスキャロル　

　　　　18 時 30 分＜外階段＞

　・主の降誕　夜半ミサ①　

　　　　19 時（アベイヤ司教司式）

（＊動画配信。聖堂座席数のみ着席。満席

　になり次第１階講堂で配信により参加。）

　　　　　　夜半ミサ②　21 時 30 分

◆ 12 月 25 日（水）

　・主の降誕　日中のミサ　

　　　日本語 10 時（アベイヤ司教司式）

　　　能古島　　　　　　15 時

　　　英語　　　　　　　16 時

　　　ベトナム語　　　　19 時

◆ 12 月 29 日（日）

　・聖家族の祝日ミサ　　９時 30 分

　・聖年開幕ミサ　　　　14 時

　　　　　　　　　（アベイヤ司教司式）

◆１月１日（水・元旦）　

　・神の母聖マリアの祭日ミサ　10 時

　　　日本語 10 時（アベイヤ司教司式）

　　　能古島　　　　　　15 時

　　　ベトナム語　　　　13 時 30 分

　　　英語　　　　　　　16 時

降誕祭～元旦「神の母聖マリア」

ミサの時間

　

11
月
17
日
（
日
）
の
ミ
サ
の
中
で
、
９

人

の

子

ど

も

た

ち

の

七
五
三
の
祝

福
式
が
行
わ

れ

ま

し

た
。

中
村
神
父
は

「
神
さ
ま
の
祝

福
が
あ
る
よ

う
に
。
教
会

の
み
な
さ
ん

に
喜
ば
れ
る

よ
う
に
」
と

子
ど
も
た
ち
に
語
り
か
け
、「
あ
な
た
の
愛

か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
両
親
の
愛
に
育

ま
れ
て
成
長
す
る
よ
う
に
」
と
神
に
祈
り

ま
し
た
。
祝
福
さ
れ
た
メ
ダ
イ
と
千
歳
飴

を
い
た
だ
い
た
子
ど
も
た
ち
。
神
さ
ま
の

愛
と
家
庭
・
教
会
共
同
体
の
愛
の
中
で
、

健
や
か
に
成
長
し
て
い
き
ま
す
よ
う
に
と
、

祈
り
ま
し
た
。

七
五
三
の
祝
福
式

　
今
年
は
猛
暑
が
長
く
続
き
、
福
岡
市
の

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
で
植
え
た
歩
道
の
プ

ラ
ン
タ
ー
の
花
は
、
焼
き
枯
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
フ
ェ
ン
ス
前
の
石
垣
の
上
に
何

を
植
え
た
ら
い
い
か
、
植
物
を
育
て
て
い

る
信
徒
の
方
や
園
芸
店
に
相
談
し
ま
し
た
。

そ
の
答
え
は
、
ア
イ
ビ
ー
の
類
。
強
い
植

物
で
、
冬
場
は
ほ
と
ん
ど
水
や
り
の
必
要

は
な
く
、
人
手
が
あ
ま
り
か
か
ら
な
い
の

も
選
ん
だ
理
由
で
す
。
ツ
ル
が
伸
び
す
ぎ

た
ら
切
れ
ば
済
み
ま
す
。
看
板
・
掲
示
版

検

討

委

員

会
、

宣
教
司
牧
評
議

会
で
承
認
し
て

も
ら
い
植
え
ま

し
た
。
土
を
覆

う
ほ
ど
茂
る
ま

で
時
間
が
か
か

り
ま
す
が
、
楽

し
み
に
待
っ
て

い
て
く
だ
さ
い
。
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り
ま
し
た
。

　

ど
の
グ

ル
ー
プ
に

も
４
つ
の

言
語
の
若

者
が
入
っ

て
い
る
４

グ
ル
ー
プ
。

神
学
校
の

建
物
に
隠

し
て
あ
る

「

主

の

祈

り
」「
聖
母

マ
リ
ア
へ

の

祈

り

」

「
栄
唱
」
の

カ
ー
ド
を

探
し
出
し
、

祈
り
を
作

っ
て
い
き

ま

し

た
。

言
葉
の
通

じ
な
い
青

年
た
ち
が
、
協
力
し
合
っ
て
カ
ー
ド
を
つ

な
い
で
い
き
ま
し
た
。
言
葉
が
分
か
ら
な

く
て
も
、
一
緒
に
祈
り
ま
し
た
。

　

韓
国
の
青
年
が
司
祭
と
の
出
会
い
や
Ｗ

Ｙ
Ｄ
で
の
交
流
を
通
し
て
同
じ
信
仰
を
持

つ
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
語
グ

ル
ー
プ
は
教
区
内
の
小
教
区
に
集
ま
る
ベ

ト
ナ
ム
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
紹
介
、
居
場

所
を
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
司
教
や
司
祭
へ

　

11
月
４
日
（
月
・
振
替
休
日
）
に
旧
カ

ト
リ
ッ
ク
神
学
院
で
、
福
岡
教
区
青
年
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
・
韓
国
・

ベ
ト
ナ
ム
、
英
語
圏
の
青
年
た
ち
と
ア
ベ

イ
ヤ
司
教
、
韓
国
・
仁
川
（
イ
ン
チ
ョ
ン
）

教
区
の
鄭
（
ジ
ョ
ン
）
司
教
、
司
祭
、
シ

ス
タ
ー
、
仁
川
教
区
の
二
人
の
司
祭
、
信

徒
が
集
ま
り
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「c

o
m

e

　

a
n
d

　

see  

！
～
境
界
を
こ
え
て
イ
エ

ス
の
も
と
へ
～
」。

　

日
本
の

青
年
た
ち

と
ラ
ジ
オ

体
操
を
し

た

後
、

ベ

ト
ナ
ム
の

青
年
た
ち

の
「
さ
あ
、

出
か
け
よ

う
、

辺

境

の

地

へ
。

ど
こ
も
一

つ
の
父
の

家
。
互
い
に
愛
し
合
お
う
」「
キ
リ
ス
ト
と

と
も
に
船
出
し
よ
う
。
す
べ
て
の
民
族
が

唯
一
の
神
を
信
じ
愛
す
る
よ
う
に
」
と
歌

い
な
が
ら
の
ダ
ン
ス
。
韓
国
の
青
年
た
ち

は
Ｋ
ポ
ッ
プ
の
曲
に
乗
っ
て
「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
は
あ
な
た
を
愛
し
て
い
る
」
と

歌
い
な
が
ら
踊
り
ま
し
た
。
観
客
も
笑
顔

で
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

手
を
た
た
き
、
歌
い
、
踊
り
、
一
体
と
な

福
岡
教
区
青
年
大
会
　
イ
ン
チ
ョ
ン
教
区
か
ら
も
参
加

の
感
謝
。
日
本
人
グ
ル
ー
ブ
は
Ｆ
Ｙ
Ｃ
Ｃ

の
紹
介
と
年
間
活
動
へ
の
参
加
の
呼
び
か

け
、
カ
タ
ラ
ン
ト
の
呼
び
か
け
を
「B

lin
g
-

B
a
n
g
-
B
a
n
g
-
B
orn

」に
の
せ
て
歌
い
踊
り
、

他
国
の
青
年
も
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
踊

り
ま
し
た
。
大
会
最
後
は
、
２
５
０
人
を

超
え
る
人
た
ち
が
与
っ
た
盛
大
な
ミ
サ
。

　

福
岡
教
区
の
青
年
た
ち
は
企
画
、
準
備
、

運
営
に
携
わ
り
、
力
を
発
揮
し
ま
し
た
。 

　

奇
し
く
も
開
幕
す
る
聖
年
の
言
葉
「
希

望
は
欺
か
な
い
」
の
と
お
り
、
青
年
た
ち

の
信
仰
の
篤
さ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
熱
意
に

感
動
し
、
教
会
共
同
体
の
将
来
に
希
望
が

見
え
た
大
会
で
し
た
。

　
11
月
25
日
（
月
）
16
時
か
ら
大
名
町
教

会
で
、
福
岡
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
の
盛
会
を

祈
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
各
宗
派
の
合
同
祈

祷
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
戦
争
で
荒
廃

し
て
い
た
福
岡
で
神
様
の
愛
の
も
と
に
一

致
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
福
岡
市
民
ク
リ
ス

マ
ス
。
今
年
で
75
回
で
す
。

　

司
会
は
濵
辺
敏
樹
さ
ん
、
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
は
平
田
孝
子
さ
ん
。
中
村
彰
神
父
は

「
マ
リ
ア
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
訪
問
」
の
説
教
で
、

マ
リ
ア
さ
ま
と
エ
リ
ザ
ベ
ト
は
神
の
業
を

分
か
ち
合
っ
た
、
胎
内
の
子
ど
も
ど
う
し

も
会
っ
た
喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た
、
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
か
ら
受
け
た
恵
み
を
分
か

ち
合
う
ク
リ
ス
マ
ス
を
準
備
し
な
が
ら
愛

の
業
を
行
い
、
市
民
に
愛
の
証
し
を
し
て

い
け
る
よ
う
に
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
４
人

の
各
宗
派
の
方
の
祈
願
が
あ
り
、
カ
ト
リ

大
名
町
教
会
の
現
勢　

11
月

【
転
入
】
よ
う
こ
そ
（
～
教
区
・
教
会
か
ら
）

・
セ
シ
リ
ア　

本
島　

葵
（
広
島
・
彦
島
）

・
ヨ
ゼ
フ　

ア
ン
テ
ィ
・
カ
ナ
ム
ピ
リ
ィ
・

　

ジ
ョ
セ
フ
（
大
分
・
別
府
）

・
マ
リ
ア　

ロ
バ
ー
ト
・
エ
イ
ミ
ー
・
マ

　

リ
ア
ム
〈
大
分
・
別
府
〉　
　

【
結
婚
】
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

・
小
さ
い
花
の
テ
レ
ジ
ア　

内
田　

有
香

　

今
井　

日
加
留

【
帰
天
】
永
遠
の
安
息
を
お
祈
り
し
ま
す

11
月
21
日

・
テ
レ
ジ
ア　

篠
原　

麻
由

第
75
回
市
民
ク
リ
ス
マ
ス

事
前
合
同
祈
祷
会

11 月 25 日

ッ
ク
か
ら
は

深
堀
純
さ
ん

が
、

世

界

は

各
々
自
分
が

好
き
な
方
向

に
向
か
っ
て

い
る
こ
と
を

神
に
赦
し
を

願

い
、

み

ん

な
が
一
つ
に

な
る
よ
う
に

と
世
界
平
和
の
た
め
に
祈
り
、
参
加
者
全

員
で
「
ア
ー
メ
ン
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

第
75
回
福
岡
市
民
ク
リ
ス
マ
ス
は
12
月

９
日
（
月
）
福
岡
市
民
会
館
で
18
時
開
場
、

18
時
30
分
開
演
。
講
話
は
大
分
教
区
司
教

　

森
山
信
三
司
教
と
全
盲
の
伝
道
師　

北

田
康
弘
氏
。
大
名
町
教
会
信
徒
も
ク
リ
ス

マ
ス
聖
歌
隊
員
で
聖
歌
を
歌
い
ま
す
。

　

多
く
の
方
が
参
加
し
て
市
民
に
神
様
の
愛

を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

11 月 4 日
出来上がった４か国語の祈りと共に

青年たちを励ましてくださるジョン司教
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                    　　カトリック大名町教会ニュース  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
11
月
17
日
）

◆
議
題

１　

ホ
ー
ク
ス
パ
レ
ー
ド
時
の
対
応

・
駐
車
場
の
整
理
、
明
治
通
り
側
門
扉
の
閉

　

門
、
中
・
小
の
鐘
の
使
用
、
フ
ェ
ン
ス
前

　

の
花
壇
へ
の
ネ
ッ
ト
か
け

２　

年
末
街
頭
募
金　

・
12
月
１
日
（
日
）
９
時
30
分
ミ
サ
後
か
ら

　

５
ヶ
所
で
実
施

・
大
人
・
子
ど
も
が
一
緒
に
活
動

・
送
金
先
は
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
。
能
登
災

　

害
支
援
の
た
め

３　

ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
付
け

・
12
月
15
日
（
日
）
８
時
30
分
か
ら
。
協
力

　

者
の
呼
び
掛
け
報
告
事
項　

◆　

報
告
事
項

１　

駐
車
場
利
用
説
明
会
を
受
け
て

（
１
）
12
月
１
日
よ
り
出
入
口
は
一
方
通
行

（
２
）
北
側
出
口
に
警
報
機
設
置

（
３
）
利
用
は
登
録
制
。
外
国
語
ミ
サ
と
の

　

統
一

２　

看
板
・
掲
示
板
検
討
委
員
会

・
石
垣
に
あ
る
配
線
部
分
の
損
傷
を
防
ぐ
処

　

理
後
、
土
を
入
れ
ア
イ
ビ
ー
の
植
栽

３　

通
夜
検
討
委
員
会

・
現
状
の
考
え
方
の
確
認
と
共
有
、
今
後
の

　

在
り
方
と
課
題
を
整
理
す
る
た
め
一
回
目

　

の
委
員
会
を
開
催
済
み

４　

各
部
活
動
報
告

（
１
） 

秋
の
ラ
ン
チ
会
開
催
。
土
曜
日
開

　

催
で
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
が
、
見
直
し

　

に
活
か
す

（
２
） 

宣
教
部

・
シ
ノ
ド
ス
の
学
習
会
修
了
。
参
加
者
が
増

宣
教
司
牧
評
議
会

　

加
。
信
仰
養
成
の
観
点
か
ら
も
今
後
の
進

　

め
方
を
検
討

（
３
） 

営
繕
部
・
施
設
管
理
部

・
大
聖
堂
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い
て
検
討
を
開

　

始　

・「
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
更
新
・
高
圧
交
流
気
中

　

開
閉
器
移
設
」
工
事
、「
門
表
移
設
仕
上

　

げ
工
事
」
完
了

・
高
圧
水
槽
水
ポ
ン
プ
修
理
工
事
の
追
加
工

　

事
費4

9
5
0
0

円
承
認

・
11
月
18
日
、
消
防
点
検
、
消
防
設
備
点
検
、

　

建
設
設
備
点
検
を
実
施

（
４
） 

典
礼
部

・
待
降
節
ミ
サ
時
間
等
の
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ

（
５
） 

美
化
部

・
毎
日
曜
日
の
掃
除
参
加
者
数
確
認
中
。
今

　

後
の
在
り
方
に
役
立
て
る
た
め
。

（
６
） 
そ
の
他

①
世
界
宣
教
の
日
献
金
￥3

7
8
0
8

②
福
岡
地
区
信
徒
使
徒
職
協
議
会
は
、
発
展

　

的
解
散
、「
福
岡
地
区
宣
教
司
牧
評
議
会
」

　

へ
移
行

③
教
会
学
校
ス
タ
ッ
フ
会
議
の
主
な
内
容
お

　

知
ら
せ

・
ク
リ
ス
マ
ス
の
計
画

・
街
頭
募
金
の
協
力

　

11
月
10
日
（
日
）
14
時
か
ら
教
区
和

田
墓
地
で
ミ
サ
と
納
骨
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

小
雨
の

中
、

ス

ペ

イ
ン
マ
ド

リ
ー
ド
教

区
派
遣
司

祭
ヘ
ス
ス

神

父
、

中

村
彰
神
父
、

十
時
伸
治

神
父
の
共

同
司
式
に
、

１
０
０
人

を
超
え
る
信
徒
が
参
列
し
ま
し
た
。
８

人
の
方
の
納
骨
が
あ
り
、
大
名
町
教
会

か
ら
は
お
一
人
の
方
の
納
骨
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
日
に
は
、
２
０
０
人
を
超

え
る
人
が
、
納
骨
堂
を
訪
問
し
故
人
を

偲
び
、
永
遠
の
安
息
を
祈
り
ま
し
た
。

　

福
岡
地
区
納
骨
堂
管
理
委
員
会

　
　
　

委
員
長　

パ
ウ
ロ　

豊
嶋　

司

　
今
日
か
ら
教
会
の
典
礼
季
節
は
「
待
降
節
」

で
す
。
待
降
節
は
「
ア
ド
ベ
ン
ト
」
と
言
わ

れ
ま
す
。
ア
ド
ベ
ン
ト
は
「
到
来
」
と
い
う

意
味
の
ラ
テ
ン
語
ア
ド
ベ
ン
ト
ｳ
ス
か
ら
き

た
言
葉
で
、
待
降
節
は
主
の
「
到
来
」
を
準

備
し
て
「
待
つ
」
季
節
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。
待
降
節
に
思
い
起
こ
す
主
の
到
来
は

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
主
が
人
の
子
と

し
て
お
生
ま
れ
に
な
り
こ
の
世
に
来
ら
れ
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
主
の
降
誕
。
も
う
一
つ
は

終
末
の
と
き
の
主
の
再
臨
で
す
。
二
千
年
前
、

神
の
子
が
人
と
な
っ
て
わ
た
し
た
ち
の
う
ち

に
お
住
み
に
な
っ
た
こ
と
を
祝
う
た
め
に
心

を
整
え
る
と
同
時
に
、
世
の
終
わ
り
に
そ
の

方
が
再
び
来
ら
れ
て
、
す
べ
て
の
人
を
神
の

救
い
に
あ
ず
か
ら
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信

じ
て
待
ち
望
み
ま
す
。
待
降
節
は
大
き
な
喜

び
と
希
望
の
季
節
で
す
。

　

待
降
節
中
の
福
音
朗
読
が
そ
の
こ
と
を
よ

く
伝
え
て
い
ま
す
。
第
１
主
日
に
終
末
に
お

け
る
主
の
到
来
が
語
ら
れ
、
第
２
、
第
３
主

日
に
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
が
現
れ
主
を
迎
え
る
回

心
を
呼
び
か
け
、
第
４
主
日
に
マ
リ
ア
や
ヨ

セ
フ
（
今
年
は
マ
リ
ア
と
エ
リ
ザ
ベ
ト
）
が

登
場
し
、
共
に
降
誕
を
準
備
し
ま
す
。
旧
約

の
預
言
者
た
ち
は
人
々
に
、
日
々
直
面
す
る

困
難
の
中
で
、
救
い
主
の
到
来
に
希
望
を
お

く
よ
う
語
り
か
け
、
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
は
差
し

迫
っ
た
主
の
到
来
へ
向
け
て
回
心
を
呼
び
か

け
ま
す
。
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
、
エ
リ
ザ
ベ
ト

は
不
思
議
な
神
の
呼
び
か
け
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
す
べ
て
を
主
に
委
ね
て
救
い
主
を
迎

え
る
の
で
す
。　

   

ミ
カ
エ
ル　

深
堀　

純　

 

待
降
節:

主
の
到
来
を
準
備
し
て
待
つ

　大名町教会駐車場に停めるときは、

お互い譲りあって気持ちよく使用し

たいものです。ミサの後、枠外に停

めている方は、速やかに車の移動を

お願いします。特に日曜日は、日本

語ミサの後、外国語ミサがあり、そ

のミサに多くの方が車でみえます。

　日本語ミサに与った方は、車の移

動のご協力をお願いします。

駐車場の利用について

  

「神がお生まれになるところには、

希望が生まれます。そして希望が

生まれるところでは、人々が自ら

の尊厳を取り戻します。」  　　　    

   教皇フランシスコの言葉

ADVENT 待降節

教
区
和
田
墓
地
ミ
サ
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